自動車・自動二輪車・原動機付自転車ならびに自転車通学許可申請内規
　本学の学生の通学は原則として徒歩又は自転車、公共の交通機関とし、自動車、自動二輪車、原動機付自転車（以下、「原付自転車」という）の通学を希望する者はこの内規に従った許可申請のうえ、許可された場合のみ認められる。
　通学を許可されない者は、自動車、自動二輪車、原付自転車にて通学することはできない。これに違反した者には、学則に定める懲戒処分を適用することがある。

1.申請の条件　　　　自動車等通学の申請ができる者は、次のとおりである。

　　　　　　　　　　(１) 自動車、自動二輪車、原付自転車

　　　　　　　　　　　　　① 所有者が本人又は家族であること

　　　　　　　　　　　　　② 定められた条件の任意保険に加入していること

　　　　　　　 　　　(注) 任意保険は対人賠償無制限、対物賠償300万円以上、 搭乗者傷害1,000万円（原付自転車は除く）以上であること

　　　　　　　　　　(２) 自転車

　　　　　　　　　　　　　自転車通学を希望する学生は所定の書類に必要事項を記入し、登録料 500円を添えて学生サービスセンターへ届出する。

2.手続き　　　　　　自動車、自動二輪車、原付自転車、自転車での通学を希望する学生は所定の書類に必要事項を記入の上、必要書類を添付し、学生サービスセンターへ願い出ること。この時、聖隷学園駐車場・駐輪場の使用を希望する者は合わせて願い出ること。

3.許可　　　　　　　申請書類にもとづいて、許可する。申請時に駐車場の確保ができない場合は、通学は許可されない。通学が許可された者は、学校が開催する交通安全講習会に参加すること。
4.許可期間　　　　　　原則として1 年間とする。年度の途中又は実習中のみ許可された場合は、当該年度末及び実習期間末までを許可期間とする。
5.注意事項　　　　　① 通学を許可された学生にはステッカーを交付する。交付されたステッカーは、自動車はリアウインドウ右下端付近、自動二輪車・原付自転車・自転車は後部泥よけに貼付すること。
　　　　　　　　　　② ステッカーは、使用許可期間終了時、または途中であっても学校より指示された時には、遅延なく返還すること。
　　　　　　　　　　③ 許可車を変更する場合は、遅延なくその旨を学生サービスセンターへ届け出ること。
　　　　　　　　　　④ 学内はもちろんのこと、学外においても交通法規を守り事故を起こさぬよう十分注意すること。事故を起こした場合は、必ず「事故届」を遅滞なく学生サービスセンターに届け出て指示を受けること。内容によっては、教授会決定により許可を取り消すこともある。
6.罰則　　　　　　　下記の違反等をした場合は、内容によって段階的な罰則処置を取るので注意すること。罰則は「聖隷学園駐車場及び駐輪場利用内規〔3〕駐車場内規の違反者について」の処分事項に準ずる。
　　　　　　　　　　① 指定の駐車場、駐輪場に駐車しない時
　　　　　　　　　　② ステッカーを指定の位置に貼付していない時
　　　　　　　　　　③ 車に違法な改造を加えた時
　　　　　　　　　　④ 飲酒運転、人身事故を起こした時
　　　　　　　　　　⑤ その他注意事項を守らなかったり、学校の指示に従わない時
7.委員会他　　　　　通学に関する事は、学生委員会・学生サービスセンターが取り扱う。
　附　則　　　　　　

　　　　1 ．この内規は1996年4月1日より施行する。
　附　則
2000年4月1日一部改訂（学生サービスセンター）
